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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）は、内閣府総合科学技術・イノベー
ション会議が司令塔となり推進するプロジェクトだ。府省や分野の枠を超え、基礎か
ら実用化、事業化を見据えた研究まで、産学官が協力して取り組む。

2014年に始まった第1期では、重要な社会問題の解決や、経済・産業競争力の強
化につながる11の課題が選ばれ、JSTはこのうち5つを運営する管理法人の役割を
担っている。今年度からは第2期の12課題も始動した。産学官や異分野の連携、明
確な出口戦略やマネジメント体制など優れた特徴を維持しつつ、国際標準化やベン
チャー支援などを強化し、科学技術イノベーションの創出を目指す。

　11月号特集では最終年度を迎える第1期の課題から、「革新的燃焼技術」「レ
ジリエントな防災・減災機能の強化」を紹介する。日本が直面する問題に、既存
の枠を超えた研究チームが挑む。
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日本が今、

取り組むべき課題に
産学官連携で挑む
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戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）において、国の期待を背に「ガソ
リン燃焼」と「防災・減災」の2つの難題
に挑む研究者たち。私たちにとって、身
近な自動車エンジンや、脅威となって
いる豪雨災害への備えなど、実用化を
見据えた研究成果を紹介する。
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5度の温度差が電気を生み出す
数字に見る科学と未来
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神経細胞のつながりから
脳の性差に挑む

さきがける科学人

理化学研究所 生命機能科学研究センター
比較コネクトミクス研究チーム チームリーダー
宮道 和成

光によって活性化される天然型、
人工型の陰イオンチャネルの構造を明らかに ほか
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日本が今、
取り組むべき課題に
産学官連携で挑む
「産産学学連携」で
ガソリン燃焼を高効率に

豪雨被害を減らせ
新型気象レーダーで観測強化
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